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災
害
を
防
い
だ
り
、
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

防
災
・
減
災
を
考
え
る

災
害
は
「
ひ
と
ご
と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん

災
害
発
生
時
の
対
応
に
は
、
市
を
は
じ
め

と
す
る
行
政
機
関
が
当
た
り
ま
す
。
こ
の

行
政
機
関
に
よ
る「
公
助
」
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、

地
域
や
身
近
に
い
る
人
同
士
が
助
け
合
う

「
共
助
」
が
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
少
な
く

す
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
人
が
自
分
の
身
の
安
全
を

確
保
で
き
れ
ば
、
無
事
な
人
同
士
が
助
け

合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね

に
よ
り
迅
速
で
的
確
な
避
難
・
救
助
活
動

が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
、
自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

来
る
べ
き
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

台
風
へ
の
住
宅
の
備
え
は
事
前
に

台
風
の
接
近
に
伴
う
猛
烈
な
風
雨
に
よ
る

雨
も
り
、
屋
根
瓦
の
飛
散
、
窓
の
破
損
な

ど
、
心
配
ご
と
を
あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
実
際
に
台
風
が
近
づ
い
て
か
ら
屋
根

等
の
修
理
や
点
検
を
す
る
と
、
け
が
を
負
う

危
険
性
が
増
大
し
ま
す
。

住
宅
に
関
す
る
備
え
や
修
繕
は
、
必
ず
事

前
に
行
い
、
高
所
等
の
場
合
は
無
理
を
せ
ず

に
で
き
る
だ
け
専
門
の
業
者
に
依
頼
し
ま

し
ょ
う
。

３
月
の
東
日
本
大
震
災
や
台
風
12
号
の
大
雨
等
に
よ
る
大
規
模
災
害
に
よ
り
、
甚
大
な

被
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
自
然
現
象
の
す
べ
て
を
人
間
の
力
で
く
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
日
ご
ろ
の
心
が
け
や
地
域
で
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
災
害
の
被
害
を
あ
る
程
度

防
い
だ
り
、
減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

市が発行したハザードマップ等

地
震
に
対
す
る
耐
震
基
準
は　
　
　
　
　

　

昭
和
56
年
以
降
が
ひ
と
つ
の
目
安

昭
和
56
年
に
住
宅
の
耐
震
基
準
が
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
古
い
基
準
の
建
物
で
は
十

分
な
強
度
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

耐
震
診
断
を
受
け
、
必
要
な
補
強
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

部
屋
の
中
も
点
検
し
ま
し
ょ
う

大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
テ
レ
ビ
や
た
ん

す
、
食
器
棚
、
本
棚
な
ど
が
倒
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
や
食
器
が
割
れ

る
と
鋭
い
破
片
が
床
一
面
に
広
が
り
、
避
難

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

▼
家
具
を
耐
震
用
器
具
で
固
定
す
る
。

▼
窓
ガ
ラ
ス
等
に
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を

貼
り
付
け
る
。

▼
引
き
出
し
や
扉
な
ど
が
不
用
意
に
開
か
な

い
工
夫
を
す
る
。

安
全
な
と
き
に
危
険
箇
所
や　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

避
難
場
所
の
確
認
を

市
で
は
、
昨
年
度
ま
で
に
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
各
戸
配
布
し
ま
し
た
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市
の
土
木
建
築
課
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
内
容
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
県
で
も
土
砂
災
害
危
険
個
所
マ
ッ

プ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
危
険
箇
所
を
把
握
し
、
避
難
場
所

や
ル
ー
ト
、
避
難
に
か
か
る
時
間
や
家
族
と
の

連
絡
方
法
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
市
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

■
市
地
震
防
災
マ
ッ
プ（
ゆ
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
）

■
柳
井
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

▼
市
土
木
建
築
課

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.city

-y
a
n
a
i.jp

/
siyakusyo/kikikanri/kikikanri.htm

l

■
市
内
の
避
難
場
所

▼
危
機
管
理
室
、
出
張
所
・
連
絡
所

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

h
ttp
://w

w
w
.city

-y
a
n
a
i.jp

/
siyakusyo/kikikanri/kikikanri.htm

l　

■
山
口
県
土
砂
災
害
危
険
箇
所
マ
ッ
プ

▼
県
の
各
土
木（
建
築
）事
務
所

▼
市
土
木
建
築
課

▼
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://kikenm
ap.pref.yam

aguchi.
lg.jp/kikenm

ap/
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災
害
情
報
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

市
と
県
で
は
、
迅
速
な
行
動
に
必
要
な
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

■
市
防
災
メ
ー
ル

　

登
録
は
下
の
囲
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
だ
よ
り
：
市
か
ら
月
１
回
配
信
す

る
防
災
情
報

▼
防
災
情
報
：
災
害
時
の
緊
急
情
報（
気
象

情
報
や
災
害
情
報
、
避
難
勧
告
な
ど
）

▼
地
震
・
津
波
情
報
：
県
東
部
に
観
測
さ

れ
た
震
度
３
以
上
の
地
震

▼
気
象
情
報
：
柳
井
市
に
発
表
さ
れ
た
警

報
・
注
意
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報

■
山
口
県
土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

　

http://y-bousai.pref.yam
aguchi.

jp/

（
携
帯
電
話
の
場
合
、
末
尾
に
K
）

▼
観
測
情
報
：
雨
量
・
河
川
水
位
な
ど

▼
気
象
情
報
：
日
本
気
象
協
会
、
ウ
ェ
ザ
ー

ニ
ュ
ー
ズ
提
供

▼
洪
水
情
報
：
柳
井
川
、
土
穂
石
川
、
灸

川
の
洪
水
情
報
や
河
川
水
位
予
測
な
ど

▼
土
砂
災
害
警
戒
情
報
：
大
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
の
恐
れ
が
あ
る
時
に
発
表
さ
れ
る
情
報

■
エ
リ
ア
メ
ー
ル

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
市

内
の
同
社
携
帯
電
話
に
緊
急
情
報
を
配

信
し
ま
す
。
申
込
不
要
で
受
信
費
用
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
配
信
情
報
：
避
難
情
報
、
津
波
に
関
す

る
情
報
、
そ
の
他
緊
急
情
報
な
ど

▼
配
信
対
象
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
携
帯
電
話

（
一
部
未
対
応
機
種
あ
り
）

災
害
時
の
連
絡
の
取
り
方

災
害
は
、
家
族
が
そ
ろ
っ
て
い
る
時
に
発

生
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

連
絡
に
は
、
各
種
通
信
事
業
者
が
提
供
す

る
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が
り
が
大
切

大
規
模
災
害
時
に
は
、
地
域
の
助
け
合
い

が
大
切
で
す
。
市
で
は
地
域
で
自
主
的
な
防

災
活
動
を
行
う
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
で
は
24
の

組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
に
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
市
防
災
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
防
災

情
報
の
連
絡
を
主
と
す
る
自
主
防
災
連
絡
組

織
の
設
立
に
対
し
て
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

防
災
情
報
の
入
手
は
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
防
災
メ
ー
ル

や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
防
災
情
報
の
入

手
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ 　

危
機
管
理
室

　



２
１
１
１
内
線
431

市防災メール登録は

市では、登録した携帯電話やパ
ソコン向けに気象・防災情報を配
信しています。

登録方法　

①申込用メールアドレスに空の
メールを送信してください。

　ＱＲコード対応の携帯電話を
ご利用の場合は、下のコード
でアドレスを読み取ることが
できます。

■申込用メールアドレス
　　 yanai@xpressmail.jp 
②返信される登録用メールの指
示に従い登録してください。

簡易水のう・土のうの作り方

初期の浸水対策には、水のうや土のうが有効です。まだ
水深が浅い段階であれば、家庭にあるプランター、レジャー
シート、ゴミ袋などを利用した応急処置が可能です。

■簡易水のう　４０リットル程度のごみ袋などのビニール
袋を二重にし、中に半分程度の水を入れて、玄関などに
すき間なく並べます。段ボール箱に入れると安定性が増
し、連結すれば、強度も増して積み重ねることも可能です。

【参考】     市指定の可燃物用ごみ袋（大）の容量：４５リットル

■簡易土のう等　土を入れたプランターを横に並べ、レ
ジャーシートを巻いて補強します。プランターの代わり
に水を入れたポリタンクなどを連結し、レジャーシートを
巻けば、土のう代用品として利用できます。

※これらはあくまで小規模な水害に対する応急処置です。危
険を感じたら早めに避難することが大切です。

URL

簡易水のう 段ボール箱に入れた使用例


